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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
動物を視神経遮断下に飼育すると,その大脳皮質視覚野における眼優位円柱の可塑性感受期の遷延が起
こる｡ 本研究はこの遷延がN-メチル-D-アスパラギン酸 (NMDA)受容体のMg2+ブロックの生後発達
に伴う変化と関連しているかどうかを明らかにするため,視神経遮断下に飼育したラット(実験群)と正
常ラット(対照群)の大脳皮質視覚野のスライスを作製し,細胞外Mg2+濃度及び細胞膜電位を変化させ
て,Ⅰ/Ⅲ層の細胞からNMDA受容体を介するシナプス後電位 (NMDA-EPSP)を記録し,その
Mg2+ブロックを両群で比較検討 した｡主な結果は以下の通 りである｡(1)対照群では,発達に伴って
NMDA受容体のMg2+ブロックの増大化が認められた｡(2)実験群では,NMDA-EPSPの振幅の膜電位
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依存性は対照群に比して低下しており,Mg2+ブロックの増大化が弱められていることが判明した｡
以上の第果は,視神経の活動がNMDA受容体のMg2+ブロックを介して視覚野ニューロンの生後発達
に伴うシナプス可塑性を制御していることを示唆するものである｡
本研究は,視覚野の可塑性におけるNMDA受容体の機能の解明に貢献し,神経科学の発展に寄与する
ところが大きい｡
したがって,本論文は博士 (医学)の学位論文として価値あるものと認める｡
なお,本学位授与申請者は,平成9年 1月23日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け,合格と認
められたものである｡
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